
住まいから始まる幸せの生涯設計を提案します

リビングライフグループ主催
ご契約者様だけの特別講座

確定申告講座

贈与申告
～マイナンバーカード利用無～



贈与税申告(住宅取得資金贈与)

 住宅ローン控除の申告がある方は住宅ローン控除の申告から行ってください

 住宅購入に際して直系尊属（父母・祖父母等）から資金の贈与を受けた際に

行う確定申告です

 贈与を受けた年の翌年3月15日までに行う必要があります

 契約締結時・消費税率に応じて非課税限度額が変わります
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〈 注 意 事 項 〉

消費税率10%以外の場合 消費税率10%の場合



チェック
欄 書類名 取得場所 備考欄

□ 戸籍謄本 本籍地の役所 贈与者が直系尊属とわかるもの

□
贈与を受けた日及び贈与者の生年月日・
住所のわかるもの

□ 贈与を受け取った通帳(写) 名義部分、贈与の確認できる該当ページ

□ 売買契約書・請負契約書(写) 不動産会社 マンション購入者は売買契約書のみ

□
全部事項証明書(土地・建物)(原本) 法務局 所有権移転後のもの

マンション購入者は『建物』のみ

□
中古住宅で基準の建築年数を超えた場合の
証明書類

該当の場合のみ
（耐震基準適合証明書・既存住宅性能評価書・
既存住宅売買瑕疵保険の保険付保証明書等）

□
省エネ住宅取得の確認資料 該当の場合のみ

(住宅性能証明書、建設住宅性能評価書等)

□ 令和2年源泉徴収票 勤務先 住宅ローン控除の確定申告をしていない場合

□
マイナンバー確認資料 マイナンバーの入力箇所があります

マイナンバーカード・住民票等
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必要書類等一覧 ～贈与申告～
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「確定申告特集」をクリック

国税庁のホームページへアクセス
（インターネットで「国税庁 確定申告書作成コーナー」を検索）

『所得税の確定申告』をクリック

確定申告書の入力を始めましょう！

1

2

3

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/kakutei.htm
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「作成開始」をクリック

「確定申告書等の作成はこちら」
をクリック

４

５



6

事前準備① 贈与税のみの申告の方

①『印刷して提出』をクリック
②『利用規約に同意して次へ』をクリック

1

2



7

令和2年分の申告書等の作成の「▼」を
クリックすると表示される
「贈与税」をクリック

10ページへ

事前準備② 贈与税のみの申告の方



8

所得税の確定申告書を
作成完了画面を最下部へスクロール

『他の申告書を作成する』を
クリックすることで
所得税の確定申告書のデータを
引き継ぐことが出来ます

事前準備①-1 住宅ローン控除の申告もされた方
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『過去の年分データの読込』画面に移行
「※令和2年分のデータはこの画面では
読み込むことができません。」と
表示されますが、ページ下部へスクロールし
『データを読み込まずに贈与税の
申告書を作成開始』をクリック

事前準備①-2 住宅ローン控除の申告もされた方
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『贈与税の申告書作成開始
(贈与税の申告書作成コーナーへ)』をクリック

事前準備②

https://www.keisan.nta.go.jp/zoyo/ac/beforecreate/r2#bsctrl
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ご自身の生年月日を入力し
『入力終了(次へ)＞』を
クリック

住宅ローン控除の申告から
データを引き継いだ方は
入力されています

住宅取得資金贈与の
申告の場合こちらを
クリック

配偶者控除の特例
相続時精算課税制度
を利用希望の方は
税務署または税理士に
ご相談ください

※『配偶者控除の適用
を受ける財産』に
ついては1985年以降に
生まれた方は
表示されません

事前準備③
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すべての項目にお答えください

すべての質問で左側の回答に
チェックが付かない場合
住宅取得資金贈与の特例が利用できません

入力完了後『入力終了(次へ)＞』をクリック

住宅取得等資金の非課税制度の申告①

「はい」を
選択すると床面積の
入力欄が表示されます

全部事項証明書(建物)を
ご確認ください
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すべての項目にお答えください

契約年月日を入力すると
消費税率について
質問が追加されますので
もれなくご回答ください

入力完了後
『入力終了(次へ)＞』をクリック

所得税の確定申告を行なっている方は
こちらの内容を入力することで
「令和２年分源泉徴収票」の
提出が不要となります

住宅取得等資金の非課税制度の申告①
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贈与者(父母、祖父母等)の
内容を入力してください

住宅取得等資金の非課税制度の申告③-1

贈与を受けた金額が

①住宅取得資金贈与の非課税枠の金額内の方
⇒次ページへ

②住宅取得資金贈与の非課税枠の
金額を超える方
⇒21ページへ

※非課税枠については2ページ参照
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１回目に贈与を受けた内容を入力

財産の所在地について
普通預金に振込で贈与を受けた場合
⇒三菱UFJ銀行○○支店等

(1)贈与により取得した日
⇒２回目に贈与を受けた日を入力

(2)所在地
⇒3回以上に分けて受け取っている場合は
『別紙の通り』と入力してください
税務署へのその他提出書類とあわせて
各項目の詳細が分かるように
ご自身で書類を作成・添付して提出します

(3)住宅取得等資金の金額
⇒２回目以降に受けた贈与金額を
合計して入力

住宅取得資金として贈与を受けた合計額を入力

内容をすべて入力後クリック

住宅取得等資金の非課税制度の申告③-2(非課税枠内の贈与の場合)
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住宅取得資金の非課税制度以外を利用しない場合
⇒『入力終了(次へ)＞』をクリックし23ページへ

住宅取得資金贈与の非課税制度以外に
暦年課税制度を利用した贈与がある方は
青枠内『一般の贈与(基礎控除110万円)』をクリック
⇒次ページへ

住宅取得等資金の非課税制度の申告④
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住宅取得等資金贈与の特例の金額を
超えて贈与を受けた場合
もしくは
購入物件の引渡後に贈与を受けた場合
にはご入力ください

例)
①住宅取得資金贈与の非課税枠が2500万円
に対して、2600万円の贈与を受けた場合

②引渡日が令和2年1月29日だが
令和2年3月1日に贈与を受けた場合など

贈与者(父母・祖父母)の内容を入力

入力後『入力終了(次へ)＞』をクリック

暦年課税制度申告①
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赤枠内をすべて入力

(2)財産の種類について：金銭での贈与の場合
⇒『現金、預貯金等』を選択

(3)財産の細目について：財産の種類を
『現金、預貯金等』を選択すると
自動で表示されます

金銭での贈与以外の場合は
税務署、税理士にご相談ください

該当する項目を選択

預貯金等の場合は
金融機関名、支店名を入力

次ページへ
続く

暦年課税制度申告②
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現金、預貯金等で贈与を受けた場合は
入力不要

贈与を受けた金額を入力
110万円を超える場合は
贈与税がかかります

すべて入力後
『入力終了(次へ)＞』をクリック

暦年課税制度申告③
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暦年課税制度申告④

暦年課税制度での入力内容の
確認画面が表示されます
内容を確認後
『入力終了(次へ)＞』をクリック
⇒23ページへ
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１回目に贈与を受けた内容を入力

財産の所在地について
普通預金に振込で贈与を受けた場合
⇒三菱UFJ銀行○○支店等

(1)贈与により取得した日
⇒２回目に贈与を受けた日を入力

(2)所在地
⇒3回以上に分けて受け取っている場合は
『別紙の通り』と入力してください
税務署へのその他提出書類とあわせて
各項目の詳細が分かるように
ご自身で書類を作成・添付して提出します

(3)住宅取得等資金の金額
⇒２回目以降に受けた贈与金額を
合計して入力

青枠内非課税上限金額を入力

内容をすべて入力後クリック

住宅取得等資金の非課税制度の申告③-2(非課税枠超の贈与の場合)
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住宅取得等資金の非課税制度の申告③-3(非課税枠超の贈与の場合)

左の画面が表示される為、『暦年課税』を選択
右の画面に移行するため、『入力終了(次へ)＞』を選択

※左の画面で『相続時精算課税』を
ご利用になりたい方は税理士、税務署へご相談ください
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内容を確認し
『入力終了(次へ)＞』を
クリック

内容確認
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内容確認後『入力終了(次へ)＞』をクリック

今回の納税額になります

税額確認
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ご自身の内容を入力

すべて入力後
『申告書等作成終了 次へ＞』
をクリック

住宅ローン控除の申告から
データを引き継いだ方は
入力されています

ご自宅郵便番号を入力後
『住所検索』をクリックで
「2.住所」欄に町名まで表示され
「3.申告書等を提出する税務署」に
管轄の税務署が表示されます

手続きをしている日を入力

本人情報入力
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『帳票表示・印刷』をクリックし、
表示されるPDFを確認、保存してください

保存終了後、『印刷終了(次へ)＞』をクリック

帳票確認・データ保存①

ご自宅にプリンタがない方は
『プリントサービスの詳細はこちら』から
コンビニ等での印刷方法をご確認いただけます

ページ下部へ
スクロール
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『入力データを保存する』をクリックし作成したデータ
を保存お願いします

修正があった場合など、保存データから修正が出来ます

ページ下部の『終了する』をクリックし
表示された画面で『はい』をクリックし終了です

帳票確認・データ保存②

ページ下部へ
スクロール



確定申告書類提出方法・提出期限

 贈与申告用PDF29ページの提出書類と、住宅ローン控除も申告をする方は

住宅ローン控除用PDF(単独名義：58ページ・共有名義：61ページ)の

提出書類を管轄の税務署に郵送または持参して提出してください

 贈与申告がある方は、2021年2月1日～2021年3月15日までに

提出が必要となりますのでご注意ください

◎税務署へ持参する方は入場整理券が必要ですので、管轄の税務署へご確認ください
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〈 注 意 事 項 〉



チェック
欄 書類名 取得場所 備考欄

□ 戸籍謄本(原本) 本籍地の役所 贈与者と受贈者の関係がわかるもの

□ 全部事項証明書(土地・建物)(原本) 法務局
所有権移転後のもの
※住宅ローン控除と一緒に申告する場合は1部で可
マンション購入者は建物のみ

□ 売買契約書もしくは請負契約書 不動産会社
※住宅ローン控除と一緒に申告する場合は1部で可
マンション購入者は売買契約書のみ

□ 令和2年分源泉徴収票 ※住宅ローン控除の申告を提出している場合省略可

□
中古住宅で基準の建築年数を超えた場合の証
明書類

該当の場合のみ（耐震基準適合証明書・既存住宅性能
評価書・既存住宅売買瑕疵保険の保険付保証明書等）

□ 省エネ住宅である確認書類
該当の場合のみ(住宅性能証明書・建設住宅性能評価
書等)

□ マイナンバー確認資料 マイナンバーカード(写)・通知カード・住民票

□ 本人確認資料
免許証・保険証等
マイナンバーカード(写)添付の場合不要

□ 贈与税申告書(提出用と控えと記載のあるもの) 作成したPDFデータを印刷

□ 返信用封筒(切手貼付) 郵送提出の場合のみ(税務署にて収受印を押印後返送されます)
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提出書類一覧 ～贈与申告～ ※住宅ローン控除がある方は住宅ローン控除申告用PDFもご確認ください



お疲れさまでした

ご不明な点等ございましたら

リビングコールセンター 0120-876-132

または

リビングライフ ローン課 ro-n@living-life.co.jp

までご連絡ください
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住まいから始まる幸せの生涯設計を提案します


